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畳語の研究

汲江大学利敵叔 禽 愛 息

はじめに

畳音･畳語はどの国n)言語にも見受けられるOどうしてできたのかはいろいろな

説があるが､まず挙げられるのは ｢印象の強化｣ということであろラ.中国詩にも

登場する畳語は例を挙げたら枚挙に遠がないが､｢賢賢易色｣(論語･学而篇)､｢二川

溶液｣(阿房宮賦)､｢尋尋寛覚､冷冷清清､凄凄惨惨戚戚｣(詞撃撃慢･挙措照)などで

ある0台湾語の賢等の数は中国語のそれと比べても勝るとも劣らない｡例えば ｢自

蒼蒼｣｢強強漆J｢好好詐詐｣などである｡だが､日本語の畳語それらよりは更に豊
富で､漢語(注①)からできたものや､和語(注②)からできたものがある｡例として､

｢愛燦燦(さんさん)｣｢曳曳(えいえい)応｣｢四季折折(おりおり)｣｢酒盛壷(じんじ
ん)｣などがある｡

-､研究の動機と目的

日本語の語愛車で､畳音･畳語は重要な位置を占めている｡特に日本語教育の立

場から見れば欠かすことのできないものと言えるだろう｡しかし､外国人学習者が

使用している日本語文法書･参考書には､畳音｡畳語についての納得のいく説明が

なされていないのが実情である｡そこで､本論ではこの畳音･畳語をいろいろな角

度から分析し､文法的に整理 してみることにする｡

二､研究方法とその範囲

広辞苑(岩波出版)､新明解国語辞典(三省堂出版)､角川国語辞典(角川書店出版)､

岩波国語辞典(岩波書店出版)､講談社国語辞典(講談社出版)､新編国語辞典(小学

館出版)の辞典類の車より､すべての畳音･畳語を抜き出しA.読み方別､B.意味別､

C.品詞別､工).語源別に分類 し分析 した.,また､研究範囲としては､本論では擬声語･

擬態語(注(3))を扱っていない｡0
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三､畳音｡畳語の分類と分析

A､読み方からの分類

1､同一の漢字で､読み方が異なり､意味が同じものO

恐る恐る(おそるおそる)

軽軽シイ(かるがる)

年年(としどし)

嬢嬢(しなしな)

種種(しゅじゅ)

泣く泣く(なくなく)

度度(どど)

下下(げげ)

近近(きんきん)

恐恐 (こわごわ)

軽軽シイ(かろがろ)

年年(ねんねん)

嬢嬢(じょうじょう)

種種(くさぐさ)

泣き泣き(なきなき)

度度(たびたび)

下下(しもじも)

近近(ちかぢか)

夜夜(やや) 夜夜 (よよ)夜夜(よるよる) 夜夜(よなよな)

時時(じじ)

次次(つぎつぎ)

惰惰(しょうしょう)

錯雑(しょうしょう)

常常(じょうじょう)

騒騒(さいさい)

細細(さいさい)

寸寸(ずだずだ)

総総(そうそう)

深深(しんしん)

側側(そくそく)

別別(べつべつ)

好き好き(すきずき)

云云(うんうん)

時時(ときどき)

次次(すぎすぎ)

惰惰(しおしお) 惰惰(すごすご)

鋪鋪(そうそう)

常常(つねづね)

騒騒(さえさえ)

細細(こまごま)

寸寸(すんずん)

総総(ふさふさ)

深深(ふかぶか)

側側(しょくしょく)

別別(べちべち)

好み好み(このみごのみ)

云云(じかじか)
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然然(そうそう) 然然(じかじか)

滑滑(ぬめぬめ) 滑滑(ぬらぬら) 滑滑(ぬれぬれ)

日日(ひび) 日日(にちにち)

2､同一の漢字で､読み方が異なり､意味も違うものo

条条(おちおち)

方方(かたがた)

内内(うちう●ち)

片片(かたかた)

散散(さんざん)

直直(じきじき)

津津(しんしん)

生生(せいせい)

世世(せぜ)

日日(ひび)

条条(じょうじょう)

方方(ぼうぼう)

内内(ないない)

片片(ひらひら)

散り散り(ちりぢり) 散散(ばらばら)

直直に (なおなお)

津津(つつ)

生生(しょうじょう)

世世(よよ)

日日(ひにち)

自白(しらしら)自白(しらじら)自白(しろじろ)自白(ほくほく)

区区(くく)

後後(あとあと)

下下(げげ)

早早(そうそう)

重量(じゅうじゅう)

切切(せつせつ)

前前(せんせん)

人人(ひとびと)

延延(えんえん)

然然(しかじか)

細細(こまごま)

点点(てんてん)

忽忽(こつこつ)

区区(まちまち)

後後(のちのち)

下下(しもじも)

早早(はやばや)

重ね重ね(かさねがさね)

切れ切れ(きれざれ)

前前(ぜんぜん)

人人(にんにん)

延び延び(のびのび)

然然(そうそう)

細細(ほそぼそ)

点点(ぼちぼち)

忽忽(そうそう)
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其其(そそ)

先先(せんさき)

其其(それそれ)

先先(せんせん) 先発 (まあまあ)

3､異なる漢字で､同じ読み方､同じ意味のもの｡

最長･永永(ながなが)

善書･嬉嬉(きき)

尚尚･猶猶(なおなお)

華撃しい･花花(はなはな)しい

元元･本本(もともと)

轟蘇 卜緊緊 ト(ひしひし)

先先･前前 (せんせん)

夫れ夫れ｡其れ其れ(それぞれ)

痛痛しい｡傷傷(いたいた)しい

予予･兼兼(かねがね)

刻刻･段段(さぎさぎ･ぎざぎざ)

恐恐･怖怖(こわこわ)

然然.云云(じかじか)

嫌煙･灼灼(しゃくしゃく)

処処･所所(しょしょ)

法定･汎汎(はんはん)

彬彬｡斌斌(ひんひん)

濠濠｡腰膝(もうもう)

破破･割割(われわれ)

安安･易易(やすやす)

種種･色色(いろいろ)

云云･然然(しかじか)

暇暇･隙隙(ひまひま)

善く善く｡能く能く(よくよく)

先先･前前(さきざき)

次次-継継 (つぎつぎ)

否否･嫌嫌｡厭厭(いやいや)

堪鹿･娩娩(えんえん)

輝輝･嘩曙(きき)

是是･此此(これこれ)

懇懇･梱欄(こんこん)

染染･絡沌(しみじみ)

裸像･嫌味(しょうしょう)

側側碩膵朕そくそく)

片片･閃閃(ひらひら)

惚惚｡呆呆(はけはけ)

代代･世世(よよ)

少少り回 ､(しょうしょう)

4､異なる漢字で､違う読み方､同じ意味のもの｡

先先(せんせん)

易易(いい)

時時(じじ)

件件(けんけん)

前前(ぜんぜん)

安安(やすやす)

折折 (おりおり)

条条(じょうじょう)
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区区(くく) 別別(べつべつ) 様様(さまざま)

引引(ひきびき) 好好(すきずき)

取取(とりどり) 其其(それぞれ)

一人一人(ひとりひとり) 南面(めんめん)

隈隈(くまぐま) 隅隅(すみずみ)

分析: ｢1｣に属するもの､ほとんど訓読みと音読み組み合わせだが､全ての訓

読みと音読みの組み合わせが ｢1｣に属するとは限らない｡例えば ｢2｣の

点点(てんてん､ぼちぼち)､忽忽(こつこつ､そうそう)は異なる読み方 (訓読

みと音読み)の組み合わせだが､意味も違う｡

注①.日本語は10世紀以上にわたって､外国の語愛要素をかなり自由に受け入れたため

に､現代の日本語の書き言葉では､半数以上を漢語､外来語が占めるという状況

になっている｡このことは､日本語語愛の語種構造における-特色となってい

る｡

注②.現在日本人の使用している言語の中には漢字が中国から入ってくる以前から使

われている言葉と中国から漢字の伝来により新しく使われるようになった言葉

の二種類がある｡前者を和語 (大和言葉)後者を漢語という｡日本国立国語研

究所の調査 (｢現代雑誌九十種の廃語用字｣)によると､｢和語｣と ｢漢語｣の

使用比率は次の通りであるO《1》､異なり語-･和語36.7臥漢語47.5%､その他15.8

%｡《2》､延べ語数-･-和語53.9%､漢語41.3%､その他4.8%｡この統計は､九十種類の

日本で販売されている雑誌から取ったものである｡｢延べ語数｣というのは統計

を取るとき､同じ語が何回でてさても､それを一つとして数え､｢異なり語｣とは

同じ語は一回しか数えない場合をいう｡｢その他｣は西洋の国から入ってきた言

葉､例 えばアパート､ピアノ等の ｢和語｣｢漢語｣以外の言葉であるo｢延べ語数｣
を見てわかるように､日本人は約50%r和語｣を約40%r漢語｣を使用している｡これ

はあくまで､活字化された雑誌､すなわち書き言葉としての日本語の場合であるO
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注③.日本が古くもっとも強く影響を受けたのは中国だったoそのため日本語のなか

には古い中国語から採り入れた単語､つまり漢語が非常に多い｡ほとんどあら

ゆる方面にわたっている｡ただし､漢語のなかには､そのままの形で中国語から採

り入れたのではなく､｢電話､汚職｣のように､中国語からかりた要素を組み合わせ

て､日本でつくったのもある.一方 ｢こんこんとねむる｣ ｢こんこんと水がわき

出る｣｢こんこんとさとす｣など､同じ ｢こんこん｣でも､年配の日本人は背景

にある漢字を意識するから､和語の擬態語とは考えない (もっとも漢語の擬態

語ととることもある)が､-- ･漢語と無線な外国人は和語の擬態語とおもって

しまうであろう｡漢字制限で使われなくなった漢字で標記されていた語について

は､日本人も同様である｡中国人ならば分かりやすいかというと､たとえ中国から

来た語であっても､発音もちがい意味にもずれができているので､やはりむずか

しい｡

B､意味からの分類

1､ ｢各～｣｢～ごとに｣､または ｢いっさい｣ ｢すべて｣の意を表す｡

朝朝(あさあさ)

各各(おのおの)

句句(くく)

隈隈(くまぐま)

戸戸(ここ)

歳歳(さいさい)

家家(いえいえ)一一(いちいち)清浦(うらうら)

数数(かずかず)方方(かたがた)水木(きざ)

種種(くさぐさ)ロロ(くちぐち)国国(くにぐに)

月月(げっげっ)件件(けんけん)言言(げんげん)

個個(ここ) 語語(ごご) 刻刻(こっこく)

様様(さまざま)事事(じじ) 品品(しなじな)

条条(じょうじょう)処処(しょしょ)好好(すきずき)筋筋(すじすじ)

隅隅(すみずみ) 健也(せいせい)夫夫(それぞれ)度度(たびたび)

千千(ちぢ) 月月(つきづき)辻辻(つじつじ)田田(でんでん)

年年(としどし) 取取(とりとり)並並(なみなみ)年年(ねんねん)
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端端(はしばし) 人人(ひとびと)此比(ひひ) 日日(ひび)

隙隙(ひまひま) 節節(ふしぶし)方方(ぼうぼう)毎毎(まいまい)

銘銘(めいめい) 両面(めんめん)話語(もろもろ)役役(やくやく)

山山(やまやま) 夜夜(やや) 夜夜(よよ) 我我(われわれ)

2､ ｢とても｣｢そうとう｣等の程度を表す｡

青青(あおあお)

黒黒(くろぐろ)

疑疑(ぎぎ)

塩塩(しおじお)

高高(たかだか)

万万(ばんばん)

密密(みつみつ)

易易(やすやす)

老老(ろうろう)

赤赤(あかあか)

熱熱(あっあっ)

焦焦(こげこげ)

痴痴(しれじれ)

長長(ながなが)

深探(ふかぶか)

妙妙(みょうみょう)

痩す痩す(やすやす)

陸陸(りくりく)

明明(あかあか)

堅竪(かたがた)

寒寒(さむざむ)I

自白(しろじろ)

早早(はやばや)

細細(ほそぼそ)

安安(やすやす)

山山(やまやま)

3､後後(のちのち) 昔音(むかしむかし) 先先(せきぜき)

更更(さらさら) 限限(ぎりぎり) 等等(とうとう)

梅極(ごくごく) 未だ未だ(まだまだ) 又又(またまた)

五分五分(どぶごぶ)三三五五(さんさんごご)(注④)

明明白自(めいめいほくほく)注⑤

のように意味を強めるものもある｡

4､飽き飽き ありあり 切れ切れ 懲り懲り 枯れ枯れ

焦げ焦げ しめたしめた 延び延び 走れ走れ 離れ離れ

申し申し 代わり代わり 千切れ千切れ 因る困る しめたしめた

のように動作の強勢を意味するものもあるO
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5､道道(みちみち)相談します｡

泣き泣き 歌った.

本を読み読み(注⑥)歩く｡

起き起き 替え替え 代わり代わり 飛び飛び 向き向き 別れ別れ

のように｢～ながら｣の意味になlるものも多い｡

6､生き生き 浮き浮き 恐る恐る 落ち落ち 返す返す 重ね重ね

代わる代わる 消え消え 呉れ呉れ 伸び伸び 冷え冷え 惚れ惚れ

見す見す 見る見る 寄り寄り

のように､ ｢いかにも･･- したようである｣という意味になって､副詞

としてもちいられるものもある｡

7､廻る廻る 出るわ出るわ いっもいっも 繰り返し繰り返し

のように動作の反復をしめすものもある｡

8､走る走る 歩き歩き 泣く泣く いっまでもいっまでも

のように動作の持続をしめすものもある｡

C､品詞別の分類

1､口語形容詞的用法

荒荒(あらあら)しい

忌忌(いまいま)しい

重重(おもおも)しい

軽軽(かるがる)しい

神神しい(ごうごう)

細細(こまごま)しい

図図(ずうずう)しい

騒騒(そうぞう)しい

生生(いきいき)しい 痛痛(いたいた)しい

初初(ういうい)しい 疎疎(うとうと)しい

甲斐甲斐(がいがい)しい角角(かどかど)しい

軽軽(かろがろ)しい

焼塩(きらきら)しい

自白(しらじら)しい

忙忙(せわせわ)しい

空空(そらぞら)しい
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事事(ことごと)しい

痴痴(しれじれ)しい

清清(すがすが)しい

猛猛(たけだけ)しい



艶艶(つやつお)しい 毒毒(どくどく)しい 刺刺(とげとげ)しい

長長(ながなが)しい 生生(なまなま)しい 馴れ馴れ(なれなれ)しい

昔苦(にがにが)しい 賑賑(にぎにぎ)しい 映え映え(はえばえ)しい

捗捗(はかばか)しい 馬鹿馬鹿(ぱかぱか)しい華華(はなぼな)しい

晴れ晴れ(ほれぼれ)しい美美(びび)しい 福福(ふくぶく)しい

瑞瑞(みずみず)しい 物物(ものもの)しい 忌忌(ゆゆ)しい

余所余所(よそよそ)しい弱弱(よわよわ)しい 凍凍(りり)しい

麗震(れいれい)しい 若君(わかわか)しい 浮薄(くどくど)しい

2､副詞的用法

2-1畳語自身が副詞なもの｡

朝な朝な(あさなあさな) 粗粗(あらあら) 唯唯(いい) 一一(いちいち)

いよいよ(愈) 苛苛(いらいら) 色色(いろいろ) 浮か浮か(うかうか)

浮き浮き(うきうき)薄薄(うすうす)現現(うつうつ)追い追い(おいおい)

怖ず怖ず(おずおず)恐る恐る(おそるおそる)折折(おりおり)返す返す(か

えすがえす) 斯く斯く(かくかく)重量(かさねがさね) 予予(かねがね)

数数(かずかず) 辛辛(からがら) 代わる代わる(かわるがわる) 消え消

え(さえぎえ) 奇奇(きき) 近近(きんきん) 欣欣(きんきん)

僅僅(きんきん)愚図愚図(ぐずぐず)暮れ暮れ(くれぐれ) 黒黒(くろぐろ)

呉呉(くれぐれ)拳拳(けんけん) 斯う斯う(こうこう) 刻刻(こっこく)

極極(ごくごく)JCJC(こつこつ) 再再(さいさい) 歳歳(きいきい)

寒寒(さむざむ)更更(さらさら) 然然(しかじか) 孜孜(LL)

頻頻(しくしく)しばしば 渋渋(しぶしぶ) 染染(しみじみ)

少少(しょうしよう)条条(じょうじょう) 生生世世(しょうじょうせぜ)

知らず知らず 末末(すえずえ) 寸寸(すんずん) 精精(せいぜい)

早卑(そうそう) 其其(それぞれ) 絶え絶え(たえだえ)多多(たた)

度度(たびたび) 次次(つぎつぎ) 近近(かかぢか) 千切れ千切れ

月月(つきづき) 常常(つねづね) 熟熟(つらつら) 時時(ときどき)
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疾く疾く(とくとく)年年(としどし) 飛び飛び(とびとび)共共(ともども)

猶猶(なおなお) 泣き泣き(なきなき)泣く泣く(なくなく)噛噛(なんなん)

日日(にちにち) 粘粘(ねばねば) 年年(ねんねん) 卑早(はやばや)

ばらばら 晴れ晴れ(ほれぼれ)万万(ばんばん)冷え冷え(ひえびえ)

一つ一つ(ひとつひとつ) 一人一人(ひとりびとり) 比比(ひひ)

福福(ふくぶく) 這這(ほうほう) 歩歩(ほは) 先先(まあまあ)

益益(ますます) 先ず先ず(まずまず)又又(またまた)未だ未だ(まだまだ)

間間(まま) 九九(まるまね) 道道(みちみち) 密密(みつみつ)

見す見す(みすみす)見る見る(みるみる)元元(もともと) 山山(やまやま)

闇闇(やみやみ) 稽稽(やや) 努努(ゆめゆめ)善く善く(よくよく)

寄り寄り(よりより)夜夜(よよ) 様様(ろくろく) 態態(わざわざ)

2-2 畳語に ｢と｣を接続すると副詞になるものO

青青(あおあお)

浦浦(うらうら)

軽軽(かるがる)

昏昏(こんこん)

惰惰(しおしお)

自白(しらじら)

深深(しんしん)

高高(たかだか)

赤赤(あかあか)

営営(えいえい)

限限(ぎりぎり)

漆浪(こんこん)

繁繁(しげしげ)

自白(しろじろ)

惰惰(すごすご)

諾諾(だくだく)

明明(あかあか)

追迫(おいおい)

フt冗(こつこつ)

懇懇(こんこん)

孜孜(LL)

森森(しんしん)

滑滑(すべすべ)

滴滴(たらたら)

生き生き(いきいき)

落ち落ち(おちおち)

細細(こまごま)

冴冴(さえぎえ)

静静(しずしず)

等蔓駿(しんしん)

続続(ぞくぞく)

顔.段(だんだん)

著者(ちゃくちゃく)散散(ちりちり)沈沈(ちんちん)艶艶(つやつや)

点点(てんてん) 堂堂(どうどう) 疾疾(とっとと) 長長(ながなが)

滑滑(ぬめぬめ) 延び延び(のびのび)散ら散ら(ばらばら)

晴れ晴れ(ほれぼれ)鋳轟(ひしひし)緊緊(びしびし)広広(ひろびろ)

密密(ひそひそ) 冷冷(ひえびえ) 片片(ひらびら) 多多(ふさふさ)

沸沸(ふつふつ) 細細(ほそぼそ) 点点(海 ちぼち) 広rLL(ほのぼの)

蒸蒸(むしむし) 安安(やすやす) 易易(やすやす) 悠悠(ほそぼそ)

揺ら揺ら(ゆらゆら)楽楽(らくらく)震簾(れいれい)戦戦(わなわな)
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2-3 畳語に ｢に｣を接続すると副詞になるもの｡

思い思い(おもいおもい) 散散(ちりぢり) 手に手に(てにてに)

種種(しゅじゅ) 徐徐(じょじょ) 接擾(しわしわ)

寸寸(すんずん) 日に日に 久久(ひさびさ)

徐徐(じょじょ)

2-4畳語に ｢に｣｢と｣どちらを接続しても副詞になるもの｡

追い追い(おいおい) 絶え絶え(たえだえ) 段段(だんだん)

次次(つぎつぎ)

3､名詞的用法

押せ押せ(おせおせ)

ロロ(くちぐち)

所所(しょしょ)

個個(ここ)

下下(しもじも)

嫡嫡(たらたら)

撞撞(にぎにぎ)

片片(かたかた) 水木(きざ) 種種(くさぐさ)

隈隈(くまぐま) 暮れ暮れ(くれぐれ) 下下(げげ)

筋筋(すじすじ) 言言(げんげん) 戸戸(ここ)

先先(さきざき) 品品(しなじな) 島島(しまじま)

草草(そうそう) 駄駄(だだ) 誰誰(だれだれ)

蝶蝶(ちょうちょう)誕謎(なぞなぞ) 並並(なみなみ)

年年(ねんねん) 念念(ねんねん) 後後(のちのち)

延び延び(のびのび)端端(はしばし) 等半(ほんはん) 人人(ひとびと)

日日(ひび) 日日(ひにち) 暇暇(ひまひま) 節節(ふしふし)

方方(ぼうぼう) 舞舞(まいまい) 前前(まえまえ) 向き向き(むきむき)

其其(めいめい) 持て持て(もてもて) 話語(もろもろ) 浪浪(ろうろう)

若君(わかわか) 我我(われわれ)

4､口語的形容動詞の用法

熟(あっあっ)

枯れ枯れ(かれがれ)

様様 (さまざま)

上土(じょうじよう)

色色(いろいろ) 滴れ滴れ(かれがれ)

切れ切れ(きれざれ) 粉粉(こなごな)

散散(ちりぢり) 種種(しゅじゅ)

好き好き(すきずき) 絶え絶え(たえだえ)
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程程(ほどほど) 区区(まちまち)

5､文語的形容動詞の用法

語義(あいあい) 易易(いい) 唯唯(いい) 数段(いんいん)

陰陰(いんいん) 替替(うつうつ) 営営(えいえい) 奄奄(えんえん)

延延(えんえん) 炎炎(えんえん) 娘瞳(がいがい) 赫赫(かっかく)

葛篭(かつかつ) 閑閑(かんかん) 侃侃(かんかん) 緩緩(かんかん)

喜喜(きき) 醜貌(ぎぎ)汲汲(きゅうきゅう)陶物(きょうきょう)

恐恐(きょうきょう)競競(きょうきょう)区区(くく) 空空(くうくう)

鯛桐(けいけい) 黒黒(くろぐろ) 喧喧(せんせん) 墾墾(こんこん)

済済(さいさい) 噴噴(さくさく) 些些(ささ) 楓楓(さっさつ)

墳潰(ささ) 溜潜(さんさん) 燦燦(さんさん) 散散(さんざん)

寂寂(じゃくじゃく)粛粛(しゅくしゅく)昭昭(しょうしょう)

惰惰(しょうしょう)薄青(しょうしょう)上土(じょうじょう)

璃嬢(じょうじょう)津津(しんしん) 深深(しんしん)森森(しんしん)

駐凝(しんしん) 済済(せいせい) 正正堂堂(せいせいどうどう)

切切(せつせつ) 濃聴(せんせん)戦戦恐恐(せんせんきょうきょう)注⑦

層層(そうそう) 鐸辞(そうそう) 蒼蒼(そうそう)鎗鎗(そうそう)

綜漆(そうそう) 側側(そくそく) 楚楚(そそ) 音譜(だくだく)

坦坦(たんたん) 淡淡(たんたん) 漁港(たんたん) 耽耽(たんたん)

団団(だんだん) 段段(だんだん) 遅遅(ちち) 着着(ちゃくちゃく)

沈沈(ちんちん) 亭亭(ていてい) 滴滴(たらたら) 潜潜(とうとう)

蕩蕩(とうとう) 蟹蟹(とうとう) 得得(とくとく) 納納(とつとつ)

自白(ほくほく) 漢漢(ばくばく) 比比(ひひ) 罪罪(ひひ)

微微(びび) 親風 (ひょうひょう)頻頻(ひんひん) 芽芥(ふんふん)

紛紛(ふんふん) 平平凡凡(へいへいぼんぼん) 片片(ひらひら)

題詞(へんペん) 便便(べんべん) 蓬蓬(ほうほう) 把だ(ぼうぼう)

勃勃(ぽつぽつ) 浸浸(まんまん) 清酒(まんまん)

明明自白(めいめいほくほく) 綿綿(めんめん) 濠濠(もうもう)
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黙黙(もくもく) 悶悶(もんもん) 悠悠(ゆうゆう) 洋洋(ようよう)

揚揚(ようよう) 翼翼(よくよく) 欄欄(らんらん) 粒粒(りゅうりゅう)

隆隆(りゅうりゅう)噴暁(りょうりょう)横磯(りょうりょう)

参参(りょうりょう)療凍(りんりん) 累累(るいるい) 烈烈(れつれつ)

歴歴(れきれき) 恋恋(れんれん) 朗朗(ろうろう) 臆臆(ろうろう)

6､感動詞的用法

熱熱(あっあっ) 唯唯(いい)否否･厭厭(いやいや)曳曳(えいえい)

此れ此れ (これこれ) 此れは此れは(これはこれは)暫暫(しばしば)

夫れ夫れ 其其(そそ) 車中(なかなか) 何何(なになに)

噛噛(のうのう) 先先(まあまあ) しめしめ しめたしめた

やれやれ

7､接頭語的用法

8､造語的用法

御御(おみ)

先先(せんせん)前前(せんせん)再再(さいさい)翌翌(よくよく)

9､接尾語的用法

様様(さまざま)等等(とうとう)

10､サ行変格活用に当たるもの

膏青(あおあお)する

苛苛(いらいら)する

昏昏(うとうと)する

焼塩(きらきら)する

強強(ごわごわ)する

飽き飽き(あきあき)する 生生(いきいき)する

浮浮(うきうき)する 現現(うつうつ)する

うらうらする 刻刻(ぎざぎざ)する

くやくやする 細細(こまごま)する

しくしくする 喋喋(ちょうちょう)する
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粒粒(つぶつぶ)する 惰檎(しおしお)する

清清(せいせい)する 艶艶(つやつや)する

吸轍(どど)する 這這(はいはい)する

延び延び(のびのび)する

冷冷(ひやひや)する 片片(ひらひら)する

滑滑(すべすべ)する

転転(てんてん)する

寝寝(ねね)する

晴れ晴れ(ほれぼれ)する

広広(ひろびろ)する

むしむしする 揺ら揺ら(ゆらゆら)する 戦戦(わなわな)する

滑滑(ぬめぬめ)する 滑滑(ぬれぬれ)する

11､倍字 呉呉(くれぐれ) 駄駄(だだ) 熟熟(つらつら)

12､代名詞的用法 方方(かたがた) 此れ此れ(これこれ) 何何(なになに)

某某(ぼうぼう) 我我(われわれ) 誰誰(だれだれ)

人人(ひとびと)

13､接続詞的用法

14､口語的用法

15､幼児語的用法

抑抑(そもそも)

蝶蝶(ちょうちょう)

擾振(にぎにぎ)とと(父) かか(母) てて(辛)

わんわん(犬) てんてん(天)はいはい(這)

16､女房詞的用法 あかあか(小豆) あさあさ(浅漬け)いりいり(蘇)

すぎすぎ(杉) ちりちり(塵)

分析 : 品詞別に分類すれば､副詞的用法の占める割合が一番多く､次が文語的形

容動詞､そして名詞､形容詞､サ変動詞､口語形容動詞､感動詞､代名詞､接頭語､

接尾語､と続くO

文語的形容動詞は是漢語とは限らず､和語もあるOまた文語的形容動詞だっ

たらすべて､その連用形は《と》､連体形は《たる》Oとなる｡次に口語的形容動

詞の連用形は 《に》､連体形は 《な》 ｡そのため ｢堂堂な人｣は不適切で､
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｢堂堂たる人｣または ｢堂堂とした人｣を使わなければならないO同じく｢白

昼堂に盗み働く｣は不適切で､｢白昼重宝と盗み働く｣を使用しなければな

らない｡

畳語の副詞的用法には ｢と｣を接続する例が最も多い｡これは明らかに､

漢語のこ文字畳語が多数を占める関係である｡

D､語源からの分類

1､動詞と形容詞の繰り返しが連用修飾語になるもの(副詞として使われる傾向が

ある)0

1-1動詞の基本形と基本形の繰り返し｡

恐る恐る 返す返す 代わる代わる 泣く泣く 振る振る 見る見る

ト2動詞の連用形と連用形の繰り返し｡

飽き飽き ありあり 思い思い 生き生き 浮か浮か 浮き浮き

重ね重ね 消え消え 暮れ暮れ 染み染み 絶え絶え 飛び飛び

延び延び 伸び伸び 冷え冷え 冷や冷や 惚れ惚れ 向き向き

持ち持ち 持て持て 読み読み 寄り寄り

卜3形容詞の語幹と語幹の繰り返し｡

薄薄(うすう) 孝幸(からから) 療軽(かるがる) 恐恐(こわごわ)

寒寒(さむざむ)渋渋(しぶしぶ) 嵩高(たかだか) 近近(ちかぢか)

長長(ながなが)早早(はやばや) 深深(ふかぶか) 細細(ほそぼそ)

2､名詞成分の繰り返したもの｡

2-1連用修飾語に当たり､副詞としてだけ使用されるもの｡
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粗粗(あらあら)~愈愈(いよいよ) 厭厭(いやいや) 折折(おりおり)

数数(かずかず)奇奇(きき) 限限(ぎりぎり) 千切れ千切れ

切れ切れ(きれざれ)近近(きんきん)僅僅(きんきん)拳拳(けんけん)

刻刻(ぎざぎざ)冗冗(こつこつ) 再再(さいさい) 歳歳(さいさい)

然然(しかじか)繁繁(しげしげ) 種種(しゅじゅ) 少少(しょうしょう)

条条(じょうじょう)末末(すえずえ)寸寸(ずたずた)精精(せいぜい)

早早(そうそう)其其(それぞれ)

月月(つきづき)常常(つねづね)

猶猶(なおなお)車中(なおなお)

万万(ばんばん)ひとっひとっ

這這(ほうほう)歩歩(はは)

九九(まるまる)道道(みちみち)

多多(たた)

時時(ときどき)

年年(ねんねん)

比比(ひひ)

先先(まあまあ)

密密(みつみつ)

度度(たびたび)

年年(としどし)

早早(はやばや)

福福(ふくぶく)

間間(まま)

元元(もともと)

棺棺(やや) 努努(ゆめゆめ) 代代(よよ) 夜夜(よよ)

績績(るる) 様様(ろくろく)

2-2複数を表すもの｡

人人(ひとびと) 国国(くにぐに) 山山(やまやま)

2-3意味を強めるもの0

2-3-1副詞として使用されるもの｡

限限(ぎりぎり) 極極(ごくごく) 先先(さきざき) 更更(さらざら)

2-3-2名詞として使用されるもの｡

等等(とうとう) 後後(のちのち) 青首(むかしむかし)
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3､副詞成分の繰り返したもの｡

3-1意味を強めるもの｡

ちびりちびり 疾く疾く(とくとく) まずまず 実に実に 決して決して

おわり

畳語は同じ種類の音または音節の重複を言い､畳語とは同一単語の重複を言う.

このような畳音･畳語の使い方は､数多くの言語に見られる｡｢人人(ひとびと)｣

｢話語(もろもろ)｣などが畳語のいい例である｡このような語法は日本語文法上

広い範囲にわたって見られ､その性質は非常に複雑である｡その詳細は今後の研

究に譲るとして､本論ではそのなかの一二点につき考察を試みた0

人間は人の声を意思表示の道具として､いろいろな方法で言語上に表現してき

た｡音のいろいろな結合によりできた語糞の中で､同じ音が重なってできたもの

が畳音･畳語である｡畳音の多くは音を描写するので､例えば自然現象の音を描写

する｢かたかた｣｢がたがた｣｢ことこと｣｢ごとごと｣｢さくさく｣｢ざくざく｣
などである｡また｢くたくた｣｢ぐだぐだ｣｢はらはら｣｢ばらばら｣などの擬声語､
｢とと(父)｣｢はは(母)｣｢援麗(にぎにぎ)｣｢うまうま(馬)｣などの幼児語､それ
に｢ささ(管)｣ ｢つつ(筒)｣｢LL(宍)｣などの言葉もある｡この種の畳音･畳語
はどの国の言語にも見受けられる｡

畳音･畳語がどうしてできたのかはいろいろな説があるが､まず挙げられるの

は ｢印象の強化｣ということであろう｡｢繰り返し｣て現れる音や語が､聴く人に

｢深刻な印象｣を与えるのである｡言い換えれば､畳音｡畳語の表現とは ｢ほとほ

と(殆)｣｢うとうと(疎)｣｢にくにく(憎)｣などのように ｢強調の表現｣だと言
える｡

しかし､すべての畳音･畳語が強調の意味を持つかと言えば､そうではない｡形

容詞 ｢高い高い山｣｢怖い怖い鬼｣などは童話的な含蓄の手法で､同時に内容に

対する強調効果を持つ｡名詞 ｢品品(しなじな)｣｢国国(くにぐに)｣｢余所余所(よ
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そよそ)｣などの畳語は､その名詞がいくつか存在することを意味する｡また｢わ

れわれ｣などは､英語からの翻訳語である｡動詞 ｢廻る廻る｣｢でるわでるわ｣な
どは動作の反復を表し､｢走る走る｣などは動作の持続を表す｡同じく動詞 ｢困る

困る｣｢しめたしめた｣｢走れ走れ｣などは動作の強調を意味し､同時に畳語を使
うことで感情表現の強調効果を出している｡副詞 ｢いつもいつも｣｢繰り返し繰
り返し｣は動作の重複を表し､｢遠く遠く｣｢いつまでもいつまでも｣｢泣く泣く｣
｢歩き歩き｣などは動作や状態の持続を表す｡また､副詞 ｢各各(おのおの)｣｢共

共(ともども)｣｢それぞれ｣｢一人びとり｣｢心ごころ｣｢飛び飛び｣｢離れ離れ｣
などの畳語は､名詞や代名詞から構成され､物事の分配を表す｡同じく副詞､｢実に

実に｣｢どこもどこも｣｢泣きたくて泣きたくて｣｢まずまず｣｢むかしむかし｣｢行
く行く｣などは内容の強調､感情表現の強調を意味する｡畳語のもう一つの用法

は ｢あかあか(小豆)｣｢あさあさ(浅漬け)｣などの女房詞である｡
畳音･畳語は感動詞にもよく使われる｡例えば ｢おやおや｣｢しめしめ｣｢まあ
まあ｣などで､これらは音を繰り返すことで感情の強調を意図している｡もっと

も一般的な用法は､複数の物事や動作一状態の継続及び反復を表すことである｡｢や

まやま(山山)｣｢いえいえ(家家)｣｢てらでら(寺寺)｣などは名詞の重複で､よく
見られるものである｡また､｢ありあり｣｢行き行き｣｢いういう｣は動詞●の畳語で､
｢ことごと｣｢しばしば｣｢いよいよ｣などは副詞の畳語である｡その他にも､｢つ
つ｣は助動詞の畳語で､｢まま｣は品詞分類上問題のある畳語である0

中国人の目から畳語を見れば､とても親しみやすい｡漢字に仮名をつけた形容

詞以外は畳語はほとんど漢字の組み合わせだからである｡もちろん､その漢字も

中国語ではなく､似ても似つかぬものもある｡でも畳語は比較的文語的なので､本

論では取り上げなかったが､中国語の断断続続､快快楽楽､平平凡凡､唯唯諾譜と

日本語の戦戦恐恐､喋喋噛噛､疑疑蕩蕩､正正堂堂などは次回への研究課題にした

い｡

注④､｢三三五五｣はもともと ｢三五｣の繰り返しである｡しかし｢三五三五｣とは言

わない｡
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注⑤ ｢明明白自｣は ｢明白｣の強調形である｡

注⑥､｢読み読み｣｢泣き泣き｣のように､いわゆる動詞の連用形を重ねて ｢ながら｣

の意味になるということなどは語構成論の問題か､それとも形態論の問題可か､

はっきり言いきることはできない｡

注⑦､｢戦戦恐恐｣は一つの詞で､｢戦恐｣の繰り返しではない｡これは中国語の｢老老

実実｣が ｢老｣と ｢老｣､｢実｣と ｢実｣が関連し合っていることと似ている｡

そのために ｢老実老実｣とは言えない｡
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